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大
壷
石
濱
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

昨
夏
七
月
は
じ
め
の
頃
、
懐
徳
堂
堂
友
會
員
の
一
人
と
し
て
、
岡
山
地
方
の
文
化
史
跡
見
學
一
泊
旅
行
に
参
加
し
、
そ
の
鱈
路
の
バ
ス

の
中
で
、
會
長
の
木
村
先
生
か
ら
、
石
濱
先
生
の
こ
と
に
つ
い
て
、
何
か
書
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
お
話
が
出
た
。
私
に
果
し
て
そ
の
資

格
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
が
、
た
だ
石
濱
先
生
に
は
永
い
間
い
ろ
い
ろ
と
學
問
上
の
御
牧
訓
を
頂
い
た
因
綜
が
あ
る
。
そ
れ

も
學
校
と
か
敦
室
に
於
て
で
は
な
く
、
恨
億
堂
内
で
常
次
例
會
を
開
い
て
い
た
静
安
學
社
の
メ
ソ
バ
ー
に
加
え
て
頂
き
、
そ
の
席
上
で
摩

批
の
諸
先
生
の
研
究
報
告
を
、
敷
年
間
、
拝
聴
し
た
因
緑
と
、
今
―
つ
は
、
石
濱
先
生
の
お
宅
に
再
四
御
伺
い
し
て
、

齋
で
時
間
を
忘
れ
て
、
多
方
面
に
渉
る
御
高
話
を
拝
靡
し
、
そ
の
上
、
貴
重
な
御
蔵
書
を
閲
分
多
く
拝
借
し
た
因
緑
が
あ
る
。
私
が
最
初

に
學
問
上
の
疲
表
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
も
、
陸
安
學
社
に
於
て
で
あ
り
、
従
っ
て
、
會
場
は
隈
後
町
の
懐
應
堂
で
あ
っ
た
。
後
年
私
が
濃

徳
堂
堂
友
會
の
一
員
に
加
え
て
頂
い
た
こ
と
も
、
や
は
り
―
つ
の
因
緑
で
あ
ろ
う
。
又
木
村
先
生
の
前
述
の
御
下
命
も
、
や
は
り
一
連
一

環
の
因
緑
で
あ
ろ
う
。
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十
八
椒
、
栂
堂

二
歎
先
生
は
長
男
で
あ
っ
た
。

の
姉
君
は
、

の
ち
に
籐
繹
黄
披
先
生
の
室
と
な
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
石
泊

た
だ
、
こ
の
年
譜
と
目
録
は
、
昭
和

但
し
私
の
如
き
不
肖
の
門
下
生
に
「
何
か
」
を
書
か
れ
る
こ
と
は
、
地
下
の
石
液
先
生
と
し
て
は
、
さ
ぞ
か
し
御
迷
惑
で
あ
ろ
う
。
因

綜
と
い
っ
て
も
、
私
に
と
っ
て
は
肪
綜
で
あ
る
が
、
石
演
先
生
に
と
っ
て
は
、
或
い
は
悪
綜
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
不
文
に
し
て
先

生
の
學
態
を
潰
す
な
か
ら
ん
こ
と
を
、
切
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
早
春
、
永
眠

石
濱
先
生
の
生
涯
を
知
る
に
は
「
石
濱
先
生
古
稀
記
念
東
洋
學
論
叢
」

（昭
33
、
1
1
刊
、

1
9
5
8
)

の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
年
譜
略
」

が
最
も
信
頼
す
べ
き
賓
料
で
あ
る
。
又
、
そ
の
次
に
掲
げ
ら
れ
た
「
著
作
目
録
」
は
、
以
っ
て
先
生
の
學
問
上
の
業
績
の
全
貌
を
窺
う
に

足
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
稀
胴
賀
出
版
は
、
文
字
通
り
先
生
に
捧
げ
ら
れ
た
不
朽
の
壽
像
た
る
の
債
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

年
か
ら
、
先
生
の
永
眠
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
二
月
十
一
日
に
至
る
約
十
年
間
の
そ
の
後

の
部
分
に
つ
い
て
追
補
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
追
補
に
つ
い
て
は
、
及
ば
ず
な
が
ら
、
後
日
を
期
し
て
「
簡
潔
な
も

の
」
を
、
心
掛
け
た
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
先
生
が
四
十
三
年
早
春
の

月
十
一
日
、
大
阪
府
立
住
吉
病
院
で
、
華
石
効
な
く

永
眠
せ
ら
れ
、
御
身
柄
は
郎
日
、
大
阪
市
住
吉
麗
墨
江
中
一
丁
目
四
十
五
番
地
の
御
自
宅
に
移
さ
れ
て
疲
喪
さ
れ
、
二
夜
の
御
逍
夜
を
経

て
、
十
三
日
同
じ
く
御
自
宅
で
葬
儀
を
螢
ま
れ
、
會
葬
者
一
千
に
餘
る
盛
儀
で
あ
っ
た
。
先
生
の
法
名
は
、
溝
翫
院
大
壺
純
雅
居
士
。

年
七
十
九
オ
、
遺
骨
は
石
濱
家
御
墓
所
（
大
阪
市
北
属
東
寺
町
十
二
番
地
賓
珠
院
内
）
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
載
し
て
置
き
た
い
。

さ
て
、
石
液
先
生
の
生
涯
は
、
大
阪
に
始
ま
り
大
阪
に
終
っ
た
大
阪
人
と
し
て
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

東
大
を
卒
業
さ
れ
る
ま
で

明
治
二
十
一
年
八
月

十
七
日
、
大
阪
市
北
霞
堂
島
中
二
丁
目
百
六
十
八
番
屋
敷
が
誕
生
の
時
虞
で
あ
る
が
、
父
君
賤
蔵
氏
は
常
時
ニ
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大
虚
石
氾
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

先
生
が
そ
の
生
涯
の
大
半
を
送
ら
れ
た
住
吉
匿
の
御
自
宅
も
、
市
岡
中
學
卒
業
の
前
年
、
三
十
八
年
、
即
ち
先
生
十
八
オ
の
と
き
に
、

り
、
翌
四
十
二

父
君
が
別
宅
と
し
て
構
え
ら
れ
た
も
の
で
、
常
時
の
町
名
は
「
千
肱
町
十
五
番
地
」
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
先
生
が
東
京
帝
國
大
學
の
入
試
に
合
格
し
文
科
大
學
支
那
文
學
科
に
在
學
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十

月
父
君
の
桑
梓
の
地
に
易
賛
さ
る
る
に
近
っ
て
、
家
督
を
相
練
、
同
時
に
家
業
の
丸
石
製
薬
合
名
會
計
の
就
員
と
な

る
。
四
十
四
年
七
月
、
東
大
を
卒
業
。
卒
業
論
文
は
全
籠
漢
文
で

の
こ
の
卒
論
が
立
派
な
出
来
榮
え
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
成
鎖
な
ら
、
大
學
に
残
し
て
は
…
…
と
い
う
謡
が
、
常
時
の
文
科
大

の
敦
授
陣
の
中
か
ら
生
じ
、
も
し
本
人
が
残
る
と
い
う
な
ら
、
銀
時
計
組
に
入
れ
て
も
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
御
本
人
即
ち

石
洩
先
生
に
、
打
診
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
一
方
先
生
は
家
督
相
諏
人
と
し
て
、
又
丸
石
製
葉
の
代
表
既
員
と
し
て
、
膨
阪
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
立
場
に
あ
っ
た
上
に
、

い
わ
ゆ
る
官
學
の
牙
城
、
東
大
の
雰
間
氣
を
必
ず
し
も
好
ん
で
も
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
加
う
る
に
、
銀
時
計
と

引
換
え
に
、
大
學
に
残
れ
と
は
學
問
の
第
一
義
か
ら
考
え
て
甚
だ
筋
が
通
ら
ぬ
、
も
し
卒
論
が
、
銀
時
計
に
値
い
す
る
な
ら
、
獣
っ
て
無

つ
の
ニ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、

條
件
で
哭
れ
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
ば
か
り
、
そ
の
打
診
を
一
蹴
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
先
生
の
身
邊
に
近
い
方
か
ら
承
っ
た
一

の
性
質
上
、
宜
證
的
な
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
卒
論
の
原
文
は
、
東
大
文
學
部
の
書
庫

卒
論
に
つ
い
て

田
宮
猛
雄
、
信
時
潔
な
ど
後
年
名
を
成
し
た
友
人
が
出
来
た
。

七

れ
題
名
は
「
欧
陽
脩
研
究
」
で
あ
っ
た
。

家
は
、
先
生
の
誕
生
さ
れ
た
明
治
一
年
の
一
月
に
東
甑
高
麗
橋
一
丁
目
に
移
ら
れ
、
さ
ら
に
二
十
三
年
東
藍
淡
路
町
二
丁
目
に
移

ら
れ
、
先
生
は
こ
の
淡
路
町
時
代
に
幼
少
年
期
の
大
半
を
送
ら
れ
た
。
俗
に
い
う
船
場
の
ボ
ソ
ボ
ソ
の
お
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
同

じ
く
淡
路
町
に
あ
っ
た
汎
愛
呼
常
小
學
校
を
網
、
東
麗
第
一
高
等
小
學
校
三
年
か
ら
、
府
立
市
岡
中
學
校
が
創
設
さ
れ
る
や
そ
の
第
一
回

入
學
生
と
な
っ
た
の
が
明
治
三
十
四
年
四
月
、
十
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
市
岡
中
學
生
時
代
に
先
生
の
同
期
生
の
中
で
小
出
楢
重
、

一
十
一
歳
の
時
で
あ



序
で
に
今
一
歩
、
想
像
の
域
を
捩
大
し
て
考
え
る
と
、
欺
陽
脩
は
、
有
名
な
宋
代
の
、
碩
學
鴻
儒
。
そ
の
一
代
の
賛
遠
は
「
文
忠
公
全

集
一
百
五
十
三
巻
付
録
五
に
残
さ
れ
、
こ
れ
を
通
覧
す
る
だ
け
で
も
紹
倫
の
努
力
を
要
す
る
が
、
果
し
て
若
き
日
の
石
濱
先
生
は
、

欧
陽
脩
の
ど
の
黙
に
興
味
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
恐
ら
く
後
年
の
石
演
先
生
の
學
風
か
ら
考
え
て
、
古
文
復
興
に
彿
っ
た
彼
の

努
力
と
成
果
、
に
興
味
を
も
た
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
°
郎
ち
一
毛
詩
本
義
」
十
六
巻
に
よ
っ
て
、
毛
仰
鄭
箋
の
必
ず
し
も
信
じ
難
き

「
易
童
子
問
」
三
告
に
於
て
、
繋
齢
、
文
言
等
を
以
っ
て
、
孔
子
の
作
に
あ
ら
ざ
る
を
論
詭
し
た
欧
陽
脩
の
、
渓
店
以
来
の
経

諭
を
打
破
し
た
新
風
、
そ
の
氣
骨
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
、
想
鼠
す
る
。

の
附
面
か
ら
、
支
那
は
も
と
よ
り
、
西
域
、
印
度
の
古
代
學

全
般
に
疲
展
し
て
行
っ
た
は
、
そ
の
間
、
先
生
が
漢
文
漢
學
の
本
領
を
、
決
し
て
放
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
我
々
は
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
先
生
の
學
殖
の
盟
か
さ
、
そ
の
學
域
の
廣
さ
に
眩
惑
さ
れ
て
、
漢
界
が
先
生
の
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
見

幸
幅
な
家
庭
生
活
へ

史
學
、

二
月
に
大
阪
第
四
師
刷
所
厨
の
歩
兵
第
八
聯
隊
に
一
年
志
願
兵

な
っ
て
笑
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
軍
隊
で
一
度
も
殿
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
餘
秤
要
領
が
よ
ろ
し
か
っ
た
か
、
或
い
は
先
生
の
天
賦

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
性
質
の
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
除
隊
常
時
は
歩
兵
伍
長
で
あ
っ
た
。

「
四
十
五
年
六
月
一
日
、
大
城
戸
宗
重
の
三
女
恭
子
（
十
七
歳
）
を
姿
る
」
と
あ
る
が
、
入
螢
中

年
譜
に
よ
る
と
、

東
京
市
牛
込
罷
、

と
し
て
入
隊
。
除
隊
さ
れ
た
の
は
大
正
元
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。

「
入
螢
中
、
僕
は
一
度
も
上
官
か
ら
殿
ら
れ
な
か
っ
た
よ
」
と
後
年
に

明
治
四
十
四
年
七
月
に
卒
業
さ
れ
た
先
生
は
二
十
四
歳
、
そ
の
年
の

失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

尚
、
先
生
の
後
年
の
學
域
は
、
考
醗
學
に
端
を
預
し
、

を
論
じ
、

出
な
い
の
は
や
む
を
え
な
い
。

に
納
め
ら
れ
た
ま
入
、
或
い
は
大
霙
災
で
燒
失
し
た
か
ど
う
か
一
見
の
便
を
得
雖
い
今
日
、

大
壼
石
泊
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

「
出
来
榮
え
」
に
つ
い
て
も
、
想
餃
の
城
を
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和
三
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

先
生
は
常
時
六
十
七
歳
で
あ
ら
れ
た
が
、
自
来
十

九

籾
山

先
生
の
御
夫
婦
仲
の
圃
満
な
こ
と
は
、
若
輩
で
あ
っ
た
往
年
の
私
の
眼
に
も
、
推
察
に
難
く
な
か
っ
た
。

恭
子
夫
人
の
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
昭
和
廿
九
年
十
月
十
七
日
、
享
年
五
十
七
歳
で
あ
ら
れ
た
か
ら
、
約
四
十
年
の
好
配
と
申
す
べ
く
、

年
近
き
晩
年
の
御
家
庭
に
は
、
何
物
に
も
代
え
難
き
大
き
な
空
虚
が
生
じ
た
。
先
生

の
園
満
な
る
風
格
、
春
風
胎
蕩
た
る
温
容
も
、
そ
の
渦
床
は
同
満
な
御
家
庭
で
あ
り
、
就
中
、
恭
子
夫
人
の
内
助
の
功
の
大
き
か
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
お
二
人
の
間
に
は
、
五
男
四
女
を
儲
け
ら
れ
た
が
、
次
女
直
子
さ
ん
は
大
正
七
年
に
、
長
女
障
子
さ
ん
は
昭

先
生
の
好
學
の
精
神
は
、
生
来
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
父
君
の
影
孵
も
典
っ
て
大
き
か
っ
た
。
そ
の
上
、
令
姉
が
大
阪
の
漢
學
者
と
し

て
有
名
な
藤
澤
黄
披
先
生
に
嫁
せ
ら
れ
た
闊
係
も
あ
っ
て
、
先
生
は
、
學
問
は
學
問
で
も
、
家
業
の
製
薬
に
は
餘
り
闘
係
の
な
い
漢
學
の

方
面
に
、
生
涯
の
進
路
を
求
め
ら
れ
た
。
先
生
が
成
人
さ
れ
た
明
治
中
期
か
ら
末
期
の
大
阪
、
特
に
そ
の
中
心
地
の
船
場
あ
た
り
に
は
、

江
戸
時
代
以
来
の
漢
學
の
偲
統
が
ま
だ
濃
く
残
っ
て
い
て
、
學
間
と
い
え
ば
修
身
齊
家
の
宵
學
、
忠
孝
を
二
大
眼
目
と
す
る
人
倫
五
常
を

敦
え
る
漢
學
が
、
今
日
に
く
ら
べ
て
遥
か
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
常
時
の
環
境
の
影
縛
も
又
、
見
落
し
て
は
な
る
ま
い
。

さ
て
、
先
生
は
前
述
の
多
幸
に
し
て
園
満
な
る
家
庭
生
活
の
中
で
も
、
又
家
業
の
丸
石
製
槃
を
相
絨
せ
ら
れ
た
後
で
も
、
依
然
と
し
て

好
學
の
精
紳
を
堅
持
さ
れ
た
。

闊
西
の
學
者
文
人
と
の
交
遊

そ
の
好
學
の
精
紳
が
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
學
者
文
人
と
の
接
躙
、
交
遊
に
よ
り
磨
き
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
大
正
の
中
期
で
あ
る
。

年
譜
に
よ
れ
ば
「
大
正
四
年
（
二
十
八
歳
）
こ
の
年
、
西
村
天
囚
氏
の
誘
に
よ
り
大
阪
の
文
會
「
景
就
」
に
入
り
、

衣
洲
、
武
内
義
雄
ら
の
諸
氏
と
相
知
る
」
と
あ
り
、
翌
大
正
五
年
に
な
る
と

大
壷
石
演
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

に
、
學
式
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

長
尾
雨
山
、



「
西
夏
語
繹

「
西
夏
文
八
千
頌
般
若
合
璧
考
繹
」

大
壷
石
濱
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

君
山
（
直
喜
）
、
青
木
正
兒
、
岡
崎
文
夫
、

「
七
月
十
六
日
、
宇
治
花
屋
敷
に
お
い
て
、
京
都
の
文
會
、
麗
澤
社
と
景
批
と
の
第
一
回
連
合
會
あ
り
、
内
藤
湖
南
（
虎
次
郎
）
、
狩
野

紳
田
喜
一
郎
、
小
島
詰
馬
、
富
岡
謙
蔵
、
佐
賀
東
周
、
那
波
利
貞
、
瓢
井
貞

本
田
成
之
ら
の
諸
氏
と
初
め
て
會
う
」
と
あ
り
、
大
正
十
年
に
は
「
こ
の
頃
、
石
田
幹
之
助
氏
と
相
知
る
」
と
あ
る
。

翌
大
正
十
一
年
に
、
大
阪
外
國
語
學
校
が
創
設
さ
れ
る
や
、
蒙
古
語
部
の
選
科
委
託
生
と
し
て
同
校
に
入
學
。
偶
々
、
國
語
學
科
の
敦

師
と
し
て
同
校
に
赴
任
し
た
組
田
次
郎
氏
と
も
相
識
の
仲
に
な
り
、
こ
の
石
田
、
亀
田
雨
氏
と
は
終
生
、
親
交
を
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
大
阪
外
語
に
先
生
が
入
學
さ
れ
た
の
は
、
三
十
五
歳
の
時
で
、
二
十
歳
前
後
の
青
年
に
伍
し
て
、
勉
強
さ
れ
た
先
生
を
想
う

一
年
落
第
し
て
下
級
生
と
机
を
並
べ
る
こ
と
す
ら
、
恥
扉
と
す
る
人
が

多
い
中
に
、
十
五
歳
の
年
少
者
と
机
を
並
べ
る
の
み
か
、
時
に
は
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
ま
で
、
肩
を
並
べ
て
付
き
合
っ
て
し
る
こ
を
た
べ
た

と
い
う
か
ら
、
先
生
の
些
事
に
拘
泥
し
な
い
天
成
陽
氣
な
風
格
が
、
改
め
て
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
阪
外
國
語
學
校
は
、

に
と
っ
て
さ
ら
に
二
人
の
重
要
な
人
物
を
親
友
と
し
て
結
ぶ
媒
介
役
を
勤
め
た
。

ネ
フ
ス
キ
ー
先
生
は
ロ
ジ
ア
語
の
敦
師
と
し
て
、

そ
の
一
人
は
、
羽
田
享
、
他
の
一
人
は
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
。
羽
田
先
生
は
東
洋
史
推
常
の
謬
師
を
兼
揃
し
て
外
語
へ
来
ら
れ
、

ッ
ベ
リ
ア
鰈
由
、
赴
任
し
て
来
ら
れ
た
。
東
洋
史
研
究
に
於
け
る
蒙
古
語
の
重
要
性
は

冗
言
を
要
し
な
い
が
、
先
生
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
ネ
フ
ス
キ
ー
先
生
と
相
識
る
に
及
ん
で
、

さ
ら
に
世
界
の
學
界
に
於
て
常
時
未
踏
破
の
領
域
で
あ
っ
た
西
夏
語
西
夏
文
字
の
研
究
に
、
ネ
フ
ス
キ
ー
と
と
も
に
本
格
的
な
歩
武
を
進

先
生
の
西
夏
語
研
究
は
、

の
ち
民
國
二
十
一
年
（
昭
和
七
年
）
北
京
の
胴
立
岡
書
館
か
ら

大
蔵
網
考
」

と
題
し
、
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
と
の
共
蒋
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
後
者
は
周
一
良
闘
と
な
っ
て
い
る
。

め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

と
、
そ
の
好
學
の
精
紳
の
純
粋
さ
に
、
感
銘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

拿
い
作
目
鋲
に
依
る
）

ロ
ジ
ア
語
の
修
得
に
も
一
段
と
努
力
さ
れ
、

1
0
 

、
藤
林
廣
超
、



大
壷
石
泊
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

も
の
で
、
ま
さ
に
特
筆
に
値
す
る
。

る
公
表
、
と
い
う
開
花
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

再
び
パ
リ
に
戻
り
、
約

の
調
査
を
綾
行
。
東
大
在
學
常
時
か
ら

一
月
大
阪
外
胴
語
學
校
の
第
二
年
を
修

尚
、
先
生
が
開
拓
さ
れ
た
西
夏
語
研
究
は
、
先
生
晩
年
の
門
下
か
ら
同
じ
く
大
阪
出
身
で
大
阪
外
大
を
網
て
京
大
言
語
學
科
を
卒
業
さ

れ
、
現
に
京
大
文
學
部
言
語
學
科
教
授
西
田
龍
雄
博
士
が
立
派
に
編
承
さ
れ
大
成
さ
れ
、
そ
の
成
果
に
野
し
て
先
年
日
本
學
士
院
恩
賜
賞

が
授
典
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
下
の
先
生
に
於
か
れ
て
も
さ
ぞ
か
し
御
満
足
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

後
半
生
へ
の
轄
機

先
生
の
七
十
九
歳
の
生
涯
を
、
前
半
と
後
半
に
雨
分
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
半
の
終
期
、
郎
ち
三
十
七
歳
か
ら
三
十
八
歳

に
か
け
て
、
外
遊
さ
れ
た
の
は
、
前
半
期
の
最
後
の
仕
上
げ
と
も
み
ら
れ
る
。
郎
ち
大
正
十
―
―

了
さ
れ
る
や
、
卒
業
を
待
た
ず
、
退
學
さ
れ
、
同
年
七
月
、
京
大
の
内
籐
湖
南
敦
授
に
閏
伴
し
、
敦
授
の
令
息
内
藤
乾
吉
氏
と
と
も
に
東

洋
語
書
籍
調
査
の
た
め
神
戸
か
ら
渡
欧
さ
れ
た
。
パ
リ
を
網
て
ロ
ソ
ド
ソ
に
約
ヶ
月
滞
在
、
主
と
し
て
大
英
拇
物
倍
国
蔵
の
敦
坦
遣
書

の
調
査
に
従
事
さ
れ
、
次
で
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
に
遊
び
、
ウ
ィ
ー
ソ
で
は
上
原
尊
緑
氏
の
案
内
を
う
け
た
と
あ
る
。

ロ
ジ
ア
、

ア
メ
リ
カ
旅
行
を
企
麿

ヶ
月
滞
在
中
、
國
民
園
書
館
及
び
ペ
リ
オ
氏
宅
に
於
て
、

の
友
人
エ
リ
セ
ー
フ
博
士
（
の
ち
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
教
授
）
、
松
本
信
廣
氏
の
協
力
を
得
ら
れ
た
。
鱗
途
、

さ
れ
た
が
、
ロ
ツ
ア
は
革
命
後
日
な
お
羨
く
、
ア
メ
リ
カ
は
排
日
法
案
通
過
の
直
後
と
い
う
惰
勢
で
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
企
岡
は
賀
現

せ
ず
、
僅
か
に
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
経
て
、
再
び
マ
ル
セ
ー
ユ
か
ら
乗
船
、
翌
十
四
年
二
月
麟
國
さ
れ
た
。

大
阪
で
生
涯
を
送
っ
た
先
生
が
、
大
阪
を
離
れ
た
期
間
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
八
ヶ
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
と
東
大
在
學
中
ぐ
ら
い
な

さ
て
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
一
轄
機
と
し
て
、
先
生
の
後
半
生
が
開
始
さ
れ
る
。
郎
ち
修
學
と
研
究
に
費
さ

れ
た
前
半
生
が
こ
こ
を
疇
機
に
教
授
と
公
表
、
後
進
の
敦
導
と
、
研
究
成
果
の

但
し
先
生
の
場
合
、
學
問
に
よ
っ
て
世
俗
的
な
榮
位
を
望
む
と
い
っ
た
心
幡
え
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
敦
師
た
る
よ
り
は
一
學
究
た
る



昭
和

こ
と
を
、
終
生
心
掛
け
て
い
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
私
が
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
唯
一
の
最
跡
に
は
、

先
生
の
粕
神
は
、
終
生
こ
の
一
句
で
一
貫
し
て
い
た
と
思
う
。

「
静
安
」

一
年
六
月
ま
で
、

先
生
の
後
半
生
は
、
多
幸
圃
満
な
御
家
庭
の
椙
績
と
い
う
意
味
で
は
、
あ
え
て
福
別
す
る
必
要
も
な
い
が
、
學
會
を
組
織
し
、
又
、
有

綜
の
大
學
か
ら
委
嗚
さ
れ
て
繹
壇
に
立
た
れ
る
と
い
っ
た
面
で
、
前
半
生
に
は
見
ら
れ
ぬ
稼
極
的
活
動
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。
就
中
、

先
生
が
努
力
さ
れ
た
の
は
、
學
會
組
織
に
よ
り
、
前
述
の
「
た
ゞ
風
氣
を
院
く
」
こ
と
で
、
大
阪
の
町
人
學
問
の
侮
統
を
、
新
時
代
に
適

應
し
た
形
で
復
興
し
た
い
と
い
う
の
が
先
生
の
念
慮
で
あ
っ
た
。
次
に
は
そ
う
し
た
學
會
の
席
上
、

又
は
別
途
に
、
有
緑
の
雑
誌
等
に
、
執
筆
公
表
さ
れ
た
所
謂
「
文
筆
活
動
」
が
あ
る
。

學
會
の
面
で
は
、
先
生
は
、

年
九
月
（
四
十
裳
）

ニ
コ
ラ
イ
、
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
の
外
、
凌
井
忠
倫
、
笹
谷
良
造
の
諮
氏
で
あ
っ
た
。
先
生
は
推
さ
れ
て
幹
事
と
な
り
、

事
賞
上
の
主
宰
者
と
し
て
戯
身
的
に
活
動
さ
れ
た
。
學
計
の
名
稲
「
静
安
」
は
、
先
生
の
畏
敬
し
て
お
ら
れ
た
王
國
維
の
字
、

を
冠
し
た
も
の
で
、
先
生
の
王
國
維
に
野
す
る
傾
倒
は
、
そ
の
志
操
、
人
品
は
勿
論
だ
が
、
や
は
り
そ
の
學
風
を
重
ん
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
王
國
維
(
-
八
七
七
ー
一
九
二
七
）
は
周
知
の
如
く
消
末
以
来
、
中
國
の
産
ん
だ
偉
大
な
學
者
で
あ
る
。

學
し
た
が
後
、
宣
統
四
年
、
消
朝
亡
び
、
中
華
民
國
と
な
る
や
、
羅
振
玉
と
相
携
え
て
我
國
に
亡
命
、
京
都
東
山
に
隠
棲
、
こ
の
約
四
年

間
の
亡
命
生
活
中
に
、
そ
の
學
殖
は
更
に
豊
富
と
な
り
、
學
風
亦
一
闘
機
を
讃
し
た
と
い
わ
れ
る
。
民
閾
十
六
年
（
昭
和
二
年
）
六
月
一

日
、
北
京
西
南
郊
の
昆
明
湖
に
投
身
自
殺
し
た
。
再
興
の
見
込
の
な
い
沌
朝
の
末
路
に
、
身
を
以
っ
て
殉
じ
た
と
い
う
。
諄
安
學
計
が
、

同
じ
年
の
初
秋
に
装
會
し
た
の
も
、
石
濱
先
生
等
が
、
こ
の
志
操
人
格
、
學
術
執
れ
の
黙
に
於
て
も
一
世
に
卓
越
し
た
大
學
者
の
悲
劇
的

な
死
に
封
し
、
哀
惜
敬
慕
の
情
禁
じ
雖
き
も
の
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
そ
の
學
風
を
、
京
摘
の
地
、
否
、
我
が
大
阪
に
移

静

安

學

祉

大
囁
石
濱
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

口
頭
で
被
表
さ
れ
た
研
究
内
容
と
か

「
静
安
學
祉
」
を
組
織
さ
れ
た
。
預
起
人
は
、
先
生
と
高
橋
盛
孝
氏
前
記
の

若
く
し
て
我
國
に
も
遊

「
只
桝
風
氣
不
為
師
」
と
あ
る
が
、



一
巻
が
、
先
生
の
話
術
の
妙
趣

殖
、
疲
展
せ
し
め
よ
う
と
い
う
念
慮
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
考
證
學
、
就
中
、
敦
煽
學
の
面
で
、
王
國
維
と
先
生
と
の
結
び
付
き
は
、

私
が
、
孵
安
學
計
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
前
後
か
と
記
憶
す
る
が
、
勿
論
、
石
濱
先
生
の
御
勘
奨
に
依
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
鍵
の
學
問
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
、
こ
の
學
既
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
啓
被
し
て
頂
い
た
學
恩
は
、
今
尚
忘
じ
難
き
も
の
が

あ
る
。
尚
、
戦
後
、
山
口
盆
博
士
、
長
尾
雅
人
博
士
、
稲
葉
正
龍
博
士
ら
と
と
も
に
日
本
西
蔵
學
會
を
創
立
さ
れ
初
代
會
長
と
し
て
粛
力

先
生
の
初
期
の
著
述
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
大
正
十
二
年
に
印
行
さ
れ
た
「
冨
永
謙
齋
先
生
小
側
」
と
、
同
十
四
年
の
「
敦

煽
石
室
の

で
、
削
者
は
の
ち
昭
和
十
五
年
、
創
元
配
か
ら
名
著
「
富
永
仲
基
」
と
集
大
成
さ
れ
、
後
者
は
、
十
八
年
四
月
同
じ
く

創
元
批
か
ら
箪
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
東
洋
學
の
話
」
の
剪
頭
に
若
干
の
修
補
を
網
て
、
再
刊
さ
れ
た
。
執
れ
も
先
生
の
學
風
、
乃

至
學
問
の
特
色
を
遺
憾
な
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
學
者
と
し
て
の
先
生
の
最
も
學
術
的
な
研
究
業
績
は
、
や
は
り
、
昭
和
十

八
年
七
月
に
全
鯛
書
尻
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
支
那
學
論
孜
」

一
巻
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
そ
の
前
年
の
十
七
年
七
月
に
同
じ
書
房
か
ら
出
た
「
浪
華
儒
林
側
」
を
加
え
て
、
輩
行
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
の
四
巻
が
、

比
較
的
世
上
に
流
布
し
て
い
る
が
、
先
生
の
學
問
を
示
す
代
表
的
な
著
書
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
、
そ
の
執
れ
の
場
合
も
、

會
に
、
種
々
の
刊
行
物
の
中
で
褻
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
長
文
の
も
の
が
少
く
、
要
点
だ
け
を
簡
潔
に
書
く
先
生
の
執
筆
態
度

が
窺
わ
れ
る
。
但
し
、
講
演
を
再
録
し
た
も
の
は
、
先
生
獨
得
と
も
い
う
べ
き
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
の
話
術
で
、
内
容
の
む
づ
か
し
さ
に
も
拘

ら
ず
、
話
術
の
巧
妙
さ
に
よ
っ
て
、
鰐
衆
を
最
後
ま
で
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
っ
た
。

大
虚
石
沼
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

執

さ
れ
た
功
績
も
忘
れ
難
い
。

凌
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
書
き
お
ろ
し
」
は
、

と

請

義

せ
い
ぜ
い
序
跛
ぐ
ら
い
な
も
の
で
、
内
容
の
大
半
は
、
種
々
の
機

「
東
洋
學
の
話
」



先
生
の
學
術
の
本
格
的
な
紹
介
は
、
畑
ち
が
い
の
私
の
任
で
な
い
が
、
先
生
御
自
身
常
に
「
大
著
に
名
署
な
し
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
た

し
、
長
々
し
い
論
文
を
見
て
「
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
何
も
わ
ざ
／
＼
こ
ん
な
に
ダ
ラ
／
＼
と
書
か
ん
で
も
よ
い
の
に
な
あ
」
と
、

呟
い
て
お
ら
れ
た
の
を
、
今
更
の
如
く
想
起
す
る
。
又
「
つ
ま
ら
ん
こ
と
を
、
持
っ
て
廻
っ
て
、
う
ま
く
書
き
上
げ
た
も
ん
だ
ね
え
、
た

し
か
に
彼
は
文
オ
は
あ
る
ね
」
と
い
っ
た
辛
辣
な
批
評
を
下
さ
れ
て
い
る
の
を
、
承
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
い
入
加
減
」
に
封
し
て
は
、
先
生
の
批
判
は
、
き
び
し
か
っ
た
。
そ
の
半
面
先
生
は
、

御
自
分
の
業
績
に
就
て
は
、
極
め
て
謙
抑
な
態
度
で
、
い
さ
さ
か
も
誇
示
さ
れ
る
風
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
生
の

一
貫
し
て
堅
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
思
う
。

の
「
序
」
「
跛
」

其
他
は
天
理
大
學
（
奈
良
縣
）
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
が
、

に
み
る
と
、
大
正
十
四
年
四
月
闊
西
大
學
尉
門
部
講
師
を
嘱
託
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
終
戦
後
、
先
生
が
闊
西
大
學
牧
授
と
な
ら

れ
、
文
學
部
に
大
學
院
を
設
置
し
、
又
、
闘
大
か
ら
、
前
記
「
支
那
學
論
孜
」
を
主
た
る
研
究
業
績
と
し
て
文
學
博
士
の
學
位
を
授
興
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
先
生
と
し
て
は
闘
大
と
の
闘
係
は
有
終
の
美
を
渭
し
た
わ
け
だ
が
、
先
生
は
も
と
も
と
責
任
の
重
い
敦
授
の
ボ
ス

ト
を
敬
遠
し
て
お
ら
れ
た
。
比
較
的
拘
束
の
な
い
非
常
勤
講
師
の
ボ
ス
ト
が
、
む
し
ろ
先
生
の
好
み
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
學
問
そ
の
も

の
を
詰
授
し
て
お
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
く
、
煩
は
し
い
學
校
管
理
と
か
學
園
経
螢
、
乃
至
敦
育
行
政
と
い
っ
た
面
は
、
本
来
の
學
問
の
第
一

義
に
立
て
ば
、
極
め
て
煩
雑
に
し
て
面
倒
な
岐
路
だ
か
ら
、
先
生
は
、
常
然
、
こ
れ
を
好
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

闘
大
と
の
闘
係
は
、
も
と
も
と
先
生
の
義
兄
に
常
る
藤
澤
黄
披
先
生
が
、
闘
大
敦
授
で
あ
り
、
又
、
際
安
學
計
同
人
の
高
橋
盛
孝
、
笹

谷
良
造
氏
ら
が
闘
大
敦
授
だ
っ
た
闊
係
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
泊
園
書
院
の
蔵
書
が
、
先
生
の
斡
旋
に
よ
り
闘
大
の
架
暇
に
移
っ
た
の

先
先
が
敦
鞭
を
と
ら
れ
た
學
校
の
所
在
地
は
、
大
阪
と
京
都
が
主
で
、

學

校

闊

係

を
み
れ
ば
、
先
生
が
こ
の
謙
抑
な
態
度
を
、

い
わ
ゆ
る
「
大
家
」
連
中
の
「
胡
麻
か
し
」

を
よ
く
示
し
て
い
る
。

大
囁
石
濱
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

一
四

年
代
順



大
硝
石
泊
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

昭
和
二
十
五
年
と
い
え
ば
、
先
生
は
既
に
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
、
先
生
は
生
来
、
健
康
に
恵
ま
れ
て
お
ら
れ
た
か
ら
、
牡
年
期
に
於
て
、

陸
績
と
研
究
成
果
を
公
表
さ
れ
る
傍
ら
、
以
上
に
み
る
如
く
多
方
面
の
學
校
に
出
講
さ
れ
、
學
生
の
指
尊
は
勿
論
、
敦
師
連
中
の
啓
預
指

同

年

六

月

二
十
五
年
四
月

帝
塚
山
學
院
短
大
講
師

闊
西
大
學
文
學
部
大
學
院
敦
授

二
十
四
年
三
月

年
四
月

年
五
月

同 同

大
阪
外
國
語
大
學
講
師

闊
西
大
學
文
學
部
教
授

天
理
大
學
講
師

二
十
一
年
五
月

二
年
五
月

二
十

大
阪
外
事
専
門
學
校
講
師

鳳
高
等
學
園
講
師

（
終
戦
後
）
年
四
月

八
年
九
月

九
年
四
月

十
年
五
月

四
年
四
月

同

年

五

月

昭
和
三
年
一
月

も
、
こ
れ
は
大
阪
文
化
に
由
緒
の
深
い
泊
園
書
院
に
と
っ
て
有
経
の
美
と
も
種
す
べ
き
―
つ
の

先
生
が
出
請
さ
れ
た
學
校
を
、
年
代
順
に
み
る
と
、

大
阪
高
等
學
校
漢
文
科
講
師

京
都
龍
谷
大
學
史
學
科
講
師

隅
西
大
學
文
學
部
講
師

闊
西
大
學
第
一
豫
科
講
師

闘
西
大
學
法
文
學
部
請
師

龍
谷
大
學
史
學
科
東
洋
史
學
科
主
任

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
講
師

五

で
あ
っ
た
。
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こ
で
、
公
刊
さ
れ

っ
た
し
、
先
生
も
さ
ぞ
か
し
本
恨
と
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。

尊
に
も
大
い
に
努
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
大
罷
こ
の

歳
を
迎
え
ら
れ
た
頃
か
ら
、
活
動
分
野
を
徐
々
に
整
理
縮
少
し
て
行
か
れ

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
殊
に
廿
九
年
十
月
、
恭
子
夫
人
の
長
逝
は
、
先
生
に
と
っ
て
何
も
の
に
も
代
え
が
た
き
寂
家
で
あ
り
、
自
来
、
四
女

の
郁
子
さ
ん
が
先
生
の
御
身
邊
の
お
世
話
に
獄
身
さ
れ
た
と
は
い
え
、
恭
子
夫
人
亡
き
あ
と
の
晩
年
の
先
生
に
は
、

べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
年
の
文
化
の
日
に
、
大
阪
府
知
事
は
永
年
に
渉
っ
て
郷
土
の
先
覺
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
敦
育
を
振
興
し
た
先
生
の
功
韻
に
封
し
、

「
な
に
わ
賞
」
を
贈
っ
た
。
生
涯
を
大
阪
人
と
し
て
學
界
に
、
敦
育
界
に
貢
獣
さ
れ
た
先
生
の
晩
年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
き
贈
り
物
で
あ

先
生
の
大
阪
史
観

（
浪
花
信
林
俯
よ
り
）

の
中
か
ら
、
先
生
の
大
阪
文
化
へ
の
史
観
と
い
っ
た
も
の
を
、
若
干
、
引
用
す
る
こ
と
を
許
し
て
頂
き
た

先
生
は
既
に
述
べ
た
通
り
、
漢
學
を
御
自
分
の
本
領
と
さ
れ
た
脚
係
も
あ
る
が
、
同
時
に
上
古
か
ら
徳
川
時
代
に
至
る
學
問
そ
の
も
の

が
漢
學
を
主
流
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
次
の
如
き
記
述
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

「
大
阪
と
漢
學
と
の
闊
係
は
屈
分
古
く
て
、
殆
ど
我
國
の
漢
學
史
の
最
初
か
ら
と
云
っ
て
も
よ
い
。
我
胴
へ
漢
學
の
偲
は
っ
た
の
は
…

…
中
略
…
…
先
づ
こ
の
王
仁
を
以
っ
て
我
醐
漢
學
史
の
初
め
と
し
て
差
支
は
な
い
。
王
仁
は
大
和
朝
廷
に
来
朝
し
た
の
で
、
大
阪
と
の
寵

接
闘
係
は
明
記
せ
ら
れ
た
も
の
は
無
い
が
、
何
し
ろ
後
の
河
内
文
首
の
始
組
で
は
あ
り
、
又
難
波
津
に
朕
く
や
此
花
冬
籠
り
云
々
の
歌
を

作
っ
て
ゐ
る
と
佃
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
…
…
乃
ち
大
阪
と
漠
學
と
は
因
綜
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

應
誹
天
皇
の
時
に
正
式
に
漢
學
が
餘
入
せ
ら
れ
て
我
國
の
政
治
や
文
化
に
貢
獣
し
初
め
た
が
、
次
の
時
代
の
、
仁
康
天
皇
の
御
時
に
は

都
を
大
阪
に
遷
さ
れ
て
ゐ
る
。
文
化
の
中
心
が
大
阪
へ
移
っ
た
の
で
あ
る
。
新
興
學
術
た
る
羨
學
も
大
阪
で
榮
え
た
の
で
、
か
の
御
聖
世

大
壼
石
濱
純
太
郎
先
生
；
八
と
生
涯

一
六

一
抹
の
陰
影
、
避
く
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生
も
こ
の
時
代
に
力
黙
を
置
い
て
い
ら
れ
る
。

七

先
生
の
史
観
は
大
和
朝
廷
を
経
て
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
と
、
か
な
り
飛
ぶ
が
、
私
は
さ
ら
に
そ
れ
も
飛
ば
し
て
、
徳
川
時
代
へ
、
先

「
徳
川
時
代
の
漢
學
の
大
勢
を
按
ず
る
に
三
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
様
で
あ
る
。

入
し
た
學
間
で
あ
る
か
ら
、
支
那
中
心
の
研
究
で
あ
る
の
は
常
り
前
で
あ
る
。
古
注
に
し
ろ
、
新
注
に
し
ろ
、
朱
子
學
に
し
ろ
、
陽
明
學

に
し
ろ
、
皆
支
那
の
學
間
で
あ
る
。
然
し
之
を
我
國
の
學
者
が
研
究
す
る
に
於
て
は
、
研
究
し
て
得
た
一
理
の
常
然
は
我
圃
の
常
然
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漢
學
の
研
究
進
歩
は
支
那
中
心
か
ら
日
本
中
心
へ
移
っ
て
行
っ
た
。
だ
か
ら
日
本
が
中
朝
で
あ
り
中
胴
で
あ
り
、
聖

人
湯
武
の
放
伐
は
非
で
あ
り
、
孔
孟
攻
め
来
ら
ば
之
を
捕
殺
す
る
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
億
川
の
諸
偏
、
證
は
反
し
派
は
異
に
す
る

も
概
ね
支
那
中
心
を
離
れ
日
本
中
心
に
移
る
傾
向
を
持
っ
て
ゐ
る
。
文
字
の
末
に
拘
泥
せ
ず
意
志
の
本
を
大
観
せ
ば
皆
然
り
。

ニ
に
は
西
よ
り
東
へ
。
思
想
運
動
は
西
郎
ち
上
方
地
方
か
ら
江
戸
へ
派
及
す
る
傾
向
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
江
戸
は
新
地
な

ん
だ
か
ら
文
化
運
動
は
却
っ
て
西
に
起
っ
て
東
に
向
ふ
の
で
あ
る
。
猫
府
が
東
に
設
け
ら
れ
る
に
常
っ
て
…
…
西
の
漢
學
が
東
へ
及
ん
だ

の
で
あ
る
。
陽
明
學
が
中
江
藤
樹
に
よ
り
、
復
古
學
が
伊
藤
仁
齊
に
よ
り
、
朱
子
學
復
興
が
大
阪
の
混
沌
社
中
に
よ
り
、
皆
新
運
動
を
し

て
東
國
に
大
影
轡
を
興
へ
た
の
で
あ
る
。
西
よ
り
東
へ
は
大
勢
で
あ
っ
た
。

三
に
は
上
よ
り
下
へ
。
淡
學
は
君
子
の
學
で
あ
る
。
上
行
す
る
の
は
常
然
で
あ
っ
た
が
、
肯
え
て
仕
進
の
途
に
就
か
ざ
る
京
儒
、
諸
侯

を
牌
院
し
て
道
を
講
ず
る
の
東
儒
、
町
儒
者
と
し
て
立
つ
も
の
が
多
く
な
る
と
、
上
行
の
學
も
漸
く
下
行
の
學
に
移
り
行
き
、
商
賀
庶
民

之
を
修
む
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
三
都
の
如
き
大
市
の
み
で
な
く
、
地
方
で
も
下
行
す
る
に
至
っ
た
。
大
阪
の
漢
學
は
此
等
の
人
が
多

大
面
石
沼
純
太
郎
先
生
・
人
と
生
涯

徳
川
時
代
の
漠
學
に
於
け
る
三
傾
向

を
飾
っ
た
事
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
」

―
つ
に
は
支
那
よ
り
日
本
へ
、
漢
學
は
支
那
か
ら
輸



敷
人
を
例
に
學
げ
て
大
略
を
述
べ
よ
う
。
」

こ
の
三
傾
向
の
中
に
立
っ
て
商
地
と
し
て
の
大
阪
は
中
々
異
色
が
あ
っ
た
。

「
江
戸
は
官
學
所
在
地
で
あ
り
、
集
ま
る
他
の
諸
儒
も
多
い
が
、
何
分
に
も
政
治
中
心
地
で
あ
る
か
ら
、
自
由
な
る
獨
創
に
は
不
便
で

あ
る
。
京
は
文
化
の
土
地
で
あ
り
、
公
卿
諸
士
の
儒
學
が
存
し
て
奔
放
な
る
卓
見
に
は
不
利
で
あ
る
。
此
黙
に
な
る
と
大
阪
は
商
買
の
大

都
會
と
し
て
風
氣
は
文
化
に
適
す
る
と
は
云
ひ
難
い
が
、
富
力
の
稼
む
所
轄
儀
文
雅
を
慕
ふ
に
至
り
、
學
を
為
す
に
俗
に
殉
ふ
の
談
は
あ

っ
て
も
思
想
の
黙
迫
は
少
い
か
ら
、
往
々
に
し
て
先
墜
の
徒
を
出
だ
し
得
る
。
翌
潤
な
る
文
會
を
以
っ
て
名
有
っ
た
混
沌
批
の
連
中
か
ら

寛
政
異
學
の
禁
の
運
動
が
起
る
に
徴
し
て
も
之
を
知
る
に
足
ら
う
。
商
都
で
あ
る
か
ら
自
由
を
喜
ぶ
が
、
空
理
空
論
の
無
益
を
厭
う
て
賀

践
的
な
る
を
尊
ぶ
。
従
っ
て
網
義
を
説
く
も
経
演
を
必
ず
顧
み
る
。
然
し
地
氣
の
致
す
と
こ
ろ
は
京
に
近
く
、
豊
臣
氏
の
餘
澤
は
徳
川
氏

の
で
あ
っ
た
。

大
阪
學
問
の
異
色

大
阪
の
儒
學
者
は
町
儒
者
が
本
罷
で
あ
っ
て
、
江
戸
の
官
學
者
藩
學
者
と
異
っ
て
い
る
の
は
土
地
柄
で
あ
る
。
然
し
官
儒
藩
儒
の
来
っ

て
門
戸
を
開
い
た
も
の
も
多
い
が
、
町
人
か
ら
儒
者
に
な
っ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
後
に
は
悛
網
堂
が
出
来
て
學
問
所
と
な
っ
て
準
官
學

と
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
半
官
立
の
待
遇
を
受
け
た
丈
な
の
で
、
内
容
は
町
人
式
で
あ
っ
た
。
準
官
立
の
恨
態
堂
は
國
定
の
朱
子
學
を
糠
榜

し
て
ゐ
た
が
、
賞
は
も
っ
と
廣
汎
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
阪
へ
は
諸
方
の
學
問
が
這
入
り
込
ん
だ
の
で
、
朱
子
派
ば
か
り
で
な
い
。
朱
子

派
以
外
に
堀
河
派
陽
明
派
山
崎
派
祖
練
派
等
種
々
あ
る
が
、
根
が
商
都
の
事
と
て
官
學
を
重
ん
じ
理
論
争
ひ
に
堕
せ
な
い
。
今
大
阪
學
者

石
奄
の
弟
子
に
中
井
梵
庵
が
あ
り
、
五
井
蘭
洲
と
仲
が
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

以
下
、
石
濱
先
生
の
記
述
は
、
五
井
持
軒
か
ら
三
宅
石
奄
に
及
び
、
懐
煎
堂
の
朱
子
學
が
嘗
初
か
ら
偏
固
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
、

い
よ
い
よ
懐
應
堂
創
立
の
鎧
緯
に
入
っ
て
行
く
の
で

に
好
意
を
寄
せ
な
い
か
ら
、

の
大
義
は
忘
れ
な
い
。

の
大
義
と
自
由
研
究
と
緑
清
財
力
と
か
ら
薮
に
特
異
の
漢
學
を
醸
成
し
た

大
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あ
る
が
、
固
知
の
事
柄
も
多
く
、
先
生
も
又
、
慎
應
堂
に
闊
し
て
は
西
村
碩
園
博
士
の
考
に
詳
訓
を
悉
し
て
い
る
か
ら
と
、
多
く
は
逮
ベ

ら
れ
ず
、
た
だ
恨
惹
堂
ゆ
か
り
の
碩
學
鴻
儒
と
し
て
、
富
永
仲
基
、
山
片
蝠
桃
を
、
梵
庵
の
二
子
竹
山
履
軒
と
な
ら
べ
て
稲
揚
し
て
お
ら

れ
る
。
次
で
先
生
の
筆
は
、
製
徳
堂
の
経
義
と
並
ん
で
嘗
時
の
大
阪
を
我
國
に
重
か
ら
し
め
た
片
山
北
海
の
混
沌
社
に
獨
れ
、
北
海
を
盟

主
と
し
て
集
っ
た
篠
崎
三
島
、
頼
春
水
、
細
谷
斗
南
、
木
村
兼
衷
堂
、
河
野
恕
頒
、
田
中
鳴
門
、
葛
子
琴
、
小
山
伯
鳳
な
ど
儒
馨
商
各
種

の
名
士
が
、
こ
の
詩
文
の
會
で
輩
に
置
酒
高
會
、
文
藝
を
玩
ん
だ
の
で
は
な
く
、
後
年
の
寛
政
朱
子
學
復
興
の
素
因
が
、
こ
の
詩
會
に
周

旋
し
た
諸
君
に
起
っ
た
こ
と
復
興
時
の
昌
平
校
博
士
は
皆
こ
の
間
か
ら
出
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
大
阪
の
天
下
の
學
術
に
闘
係
あ
る
や
、

さ
ら
に
、
簡
輩
に
篠
崎
氏
の
梅
花
祉
、
大
鰯
中
齋
の
洗
心
洞
と
陽
明
學
に
鍋
れ
、
幕
末
の
藤
澤
東
骸
か
ら
、
南
岳
、
黄
鵠
、
黄
披
と
相

嗣
い
で
、
石
濱
先
生
に
至
っ
た
泊
園
書
院
に
及
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
最
も
傾
聘
す
べ
き
は
、
先
生
の
結
語
の
一
節
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

思
う
。
即
ち
、
先
生
が
、
こ
の
稿
を
起
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
三
年
、
時
恰
も
日
支
事
愛
か
ら
大
東
亜
戦
争
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦

「
商
都
と
し
て
立
つ
大
阪
が
意
外
に
も
古
へ
か
ら
、
又
廣
く
深
く
、
漢
學
文
化
と
緑
が
深
か
っ
た
事
が
分
る
。
今
抗
然
世
界
を
牌
院
せ

ん
と
す
る
大
阪
の
力
も
、
先
輩
が
吸
収
し
た
漢
學
精
紳
に
其
幾
分
、
否
昔
は
學
問
が
漠
學
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
或
は
そ
の
大
部
分
を
鱒
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
思
わ
れ
る
。
然
る
に
今
の
大
阪
に
於
て
は
其
梢
紳
力
の
修
養
機
闘
は
如
何
だ
。
物
質
文
化
の
研
究
機
闘
は
喧
し
く

論
ぜ
ら
れ
る
が
、
梢
呻
文
化
の
研
究
を
云
為
す
る
も
の
は
竿
で
あ
る
。
物
質
文
化
を
盛
ん
に
す
る
に
就
て
は
、
糀
誹
文
化
を
伴
は
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
適
詭
を
眼
前
に
見
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
治
家
官
公
吏
は
日
々
の
事
務
以
外
に
は
出
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
市
民
自
身
が
御

國
将
来
の
為
め
に
梢
誹
文
化
の
作
興
に
心
掛
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
阪
先
覺
の
遺
し
た
事
蹟
に
鑑
み
て
自
身
の
力
で
奉
公
の
誡
を
致
す
べ
き

儒
者
の
経
清
説
に
注
意
せ
よ

火
を
撰
大
せ
ん
と
す
る
前
夜
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
し
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
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尚
ほ
大
阪
漢
學
者
の
経
涜
説
に
注
意
し
た
い
。
彼
等
は
常
に
嘗
時
の
商
四
富
豪
諸
侯
の
よ
き
顧
問
で
あ
っ
た
。
宵
際
に
家
産
の
整
理
に

興
っ
て
良
好
の
成
績
を
緑
げ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
等
の
網
涜
諒
に
は
治
図
平
天
下
の
財
政
學
も
あ
る
が
、
修
身
齊
家
の
網
漬
説
が
多
い
。

輩
な
る
諒
で
な
い
賀
効
あ
る
策
が
あ
っ
た
。
今
流
行
す
る
西
洋
式
繹
涜
學
は
理
か
ら
の
鰈
済
學
だ
が
、
彼
等
は
事
か
ら
の
緑
洞
策
だ
。
大

阪
は
今
で
も
こ
の
事
か
ら
の
経
癬
談
が
必
要
で
あ
る
。
彼
等
の
請
諒
こ
そ
は
直
接
に
物
質
文
化
と
精
祠
文
化
を
結
び
付
け
る
も
の
と
云
っ

て
よ
い
。
我
等
は
こ
の
修
身
齊
家
の
市
民
の
経
清
學
も
省
み
る
べ
き
で
あ
る
。
」

先
生
は
、
や
は
り
商
都
大
阪
に
生
れ
、
生
涯
を
こ
の
商
都
の
中
に
送
ら
れ
た
方
で
あ
る
と
こ
の
所
説
に
鍋
れ
て
私
は
思
う
。

先
生
の
著
述
を
通
じ
て
の
學
間
論
に
は
故
意
に
立
入
ら
ず
、
た
だ
手
許
の
僅
か
な
賓
料
か
ら
先
生
の
生
涯
を
簡
叙
す
べ
く
心
掛
け
た
っ

も
り
で
あ
る
が
、
そ
の
成
否
は
自
信
を
も
て
な
い
。
尚
、
最
後
の
引
用
文
は
努
め
て
先
生
の
用
字
用
語
を
尊
重
し
た
つ
も
り
だ
が
、
不
徹

底
の
黙
は
讀
者
の
寛
恕
を
乞
う
ほ
か
な
い
。

最
後
に
、
先
生
の
御
蔵
書
「
石
濱
文
庫
」
は
先
生
の
逝
去
後
、
御
遺
族
、
特
に
令
嗣
石
濱
恒
夫
氏
の
御
芳
志
に
よ
り
、
大
阪
外
固
語
大

學
圏
書
館
の
架
馘
に
移
さ
れ
、
既
に
目
録
も
概
略
完
成
し
た
が
、
公
表
ま
で
に
は
尚
若
干
の
校
正
、
検
討
を
要
す
る
。
漠
籍
四
五

0
六
部

一
九
三
二
八
冊
、
和
書
四
五
四
七
部
、
六
三
七
一
冊
、
洋
書
一
九
七
七
部
、
ニ
ニ
九
四
冊
、
合
計
―

1
0
三

0
部
、
二
七
九
九
三
冊
と
な

っ
て
い
る
が
、
な
お
、
遣
漏
の
点
も
少
な
か
ら
ず
例
へ
ば
維
誌
類
は
部
冊
数
に
は
含
ま
ず
、
手
記
稿
本
寓
鱈
類
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ

執
れ
、
石
朔
文
庫
に
就
て
は
、
學
内
駆
外
の
胴
係
者
の
了
解
を
網
て
、
委
釧
、
報
告
す
る
槻
會
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
蘇
で
は
省

れ
ら
は
今
後
、
分
類
整
理
の
工
作
に
入
る
。

後

記
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